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＜報告事項＞ 再生会議の開催状況とＨ２０実施計画への意見 

 
１．開催状況 

第２２回「三番瀬再生会議」平成１９年１１月２７日（火）１８：００～ 

浦安市民プラザＷＡＶＥ１０１ 

第２３回「三番瀬再生会議」平成１９年１２月２７日（木）１８：００～ 

浦安市民プラザＷＡＶＥ１０１ 

 ◆議事 

  （１）三番瀬評価委員会の検討結果について 

     検討結果の再生会議への報告とは別に、平成 19 年度に実施された事業の評価

のために、年度末を目標に評価委員会を開催する。 

   

（２）平成 20 年度千葉県三番瀬再生実施計画(案)について 

  実施計画については、大西会長、吉田副会長により意見がとりまとめられた後、

再生会議の「意見書」として知事に提出されることとなる。 

 

◇主な意見 

・三番瀬の広報について、有力紙への記事投げ込みや市町村広報の活用など、 

      有効な情報発信の仕方を工夫して欲しい。 

・ラムサール条約の登録に関しては、何が問題になっているのか認識を一致さ

せる必要がある。登録を促進するため、小委員会などの設置を検討すべき。 

・意見書へは、広報・情報発信の充実、広域事業の県民との連携、ラムサール 

  登録・条例制定の具体的な努力を行うことについて追記すべき。 

 

◆報告事項 

①江戸川放水路関連の報告［企画調整課・国土交通省］ 

  ・行徳可動堰操作状況等の河川情報、アサリ影響結果、ごみ漂着、他 

②三番瀬再生実現化推進事業の進捗状況について［企画調整課］ 

  ・三番瀬再生実現化試験計画等検討委員会の開催結果、今後の予定等 

③市川市塩浜護岸改修事業の進捗状況について［河川整備課］ 

  ・市川海岸塩浜地区護岸検討委員会での検討状況 

  ④浦安日の出地区の状況について［企画調整課］ 

    ・前々回再生会議の質問への回答 

  ⑤三番瀬国際フォーラムについて［企画調整課］ 

    ・開催に関する記者発表資料の紹介等 

⑥千葉県行徳内陸性湿地再整備検討協議会の開催結果について［自然保護課］ 

    ・12 月 18 日の協議会の開催結果（議事内容等）についての報告 

資料－５ 
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◆その他 

◇平成 20 年度三番瀬再生会議の開催日程(案)について 

（5月、9月、11 月の 3回を基本。必要に応じ臨時開催も検討。） 

 

 

２．Ｈ２０護岸改修事業実施計画への意見 

 

◆平成２０年度三番瀬再生実施計画（県案） 

平成１８年１２月の三番瀬再生会議からの意見を踏まえ、１８年度～２０年度施工

区間等を対象として、護岸工事による影響等を把握するため地形測量、底質、生物、

波浪等のモニタリング調査を実施します。 

 

◆三番瀬再生会議の修正意見 

三番瀬再生会議（評価委員会の検討結果に基づく）等からの意見を踏まえ、１８年

度～２０年度施工区間等を対象として、護岸工事による影響等を把握するため地形測

量、底質、生物、波浪等のモニタリング調査を実施します。 

 

（意見書の全文は、次頁資料３－６を参照） 
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三 再 第  号 
平成２０年 月  日 

 
千葉県知事 堂 本 暁 子  様 

 
三 番 瀬 再 生 会 議 

会 長  大 西  隆  
 
 

平成２０年度千葉県三番瀬再生実施計画（案）について（意見） 
平成２０年度千葉県三番瀬再生実施計画（案）について、下記のとおり意見を述べます。 

記 

１ 実施計画（案）の修正について 
  実施計画（案）については、別表のとおり修正を加えること。 

 
２ 事業実施に当たって留意すべき事項について 

事業の実施に当たっては、三番瀬再生会議において留意すべきとされた事項について、

十分に配慮して進めること。 
特に、重要事業に係る個別の検討委員会等での検討内容については、再生会議でも

十分に報告を行なうなど、再生会議との連携をさらに図ること。 
また、県が広域的な観点から調整を図るべき事業については、地元市や国との連携

をさらに密にし、積極的に推進すること。 
なお、生物多様性の回復のための目標生物調査事業については、「生物多様性の回復

の度合いを県民にわかりやすく示す」という事業目標を達成するため、漁業者をはじ

めとする地元関係者や専門家の意見を踏まえるのはもとより、特に、一般県民からの

視点をも踏まえて、目標生物種の候補の選定を進めるよう努めること。

（案） 資料３－６ 

第 23 回再生会議(12 月 27 日)配布資料
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平成２０年度三番瀬再生実施計画（案）に対する意見 

節名・事業名 

実施計画（案）該当頁 
平成２０年度三番瀬再生実施計画（案） 三番瀬再生会議の意見 

そこで、現在残る干潟的環境を保全しつつ、三

番瀬の多様な環境再生の試みとして干潟的環境

（干出域等）形成の試験及び淡水導入の試験の実

施に向け、三番瀬再生試験計画等検討委員会の意

見を踏まえ、引き続き事前環境調査を実施すると

ともに、試験計画及びモニタリング計画を策定

し、漁業者、関係機関等との協議等を行います。

そこで、現在残る干潟的環境を保全しつつ、三

番瀬の多様な環境再生を試みるため、試験の目標

を明確にしつつ、引き続き事前環境調査等を実施

しながら、干潟的環境（干出域等）形成及び淡水

導入の試験計画及びモニタリング計画を策定し

ます。 

 その際、三番瀬再生実現化試験計画等検討委

員会の意見を踏まえるとともに、漁業者、関係機

関等との協議等を進めます。 

１ 三番瀬再生実現化試験計画等検討委員会の

開催 ４回 

 

１ 三番瀬再生実現化試験計画等検討委員会の

開催  

（回数の記述を削除する） 

 

１ 干潟・浅海域 

１ 干潟的環境（干出域

等）形成の検討・試験 

２ 淡水導入の検討・試験 

（１頁） 

３ 事前環境調査の実施（春季・夏季・秋季） 

 

３ 事前環境調査等の実施（春季・夏季・秋季等） 

 

２ 生態系・鳥類 

 １ 行徳湿地再整備事業 

（２頁） 

２ 検討協議会開催 
施設の整備内容等について、行徳内陸性湿地

再整備検討協議会での検討を行います。 
・年２回開催 

 

２ 検討協議会開催 
施設の整備内容等について、行徳内陸性湿地

再整備検討協議会での検討を行います。 
（回数の記述を削除する） 

別表 
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節名・事業名 

実施計画（案）該当頁 
平成２０年度三番瀬再生実施計画（案） 三番瀬再生会議の意見 

２ 生態系・鳥類 

 ２ 三番瀬自然環境調査

事業 

（３頁） 

そこで、平成１８年１２月の三番瀬再生会議か

らの意見を踏まえ、生物とそれを取り巻く環境に

ついての定期的な調査を行います。 

 

そこで、三番瀬再生会議（評価委員会の検討結

果に基づく）からの意見を踏まえ、生物とそれを

取り巻く環境についての定期的な調査を行いま

す。 

 

３ 漁業 

１ 豊かな漁場への改善

方法の検討 

（５頁） 

三番瀬周辺海域は、地形、海況等の変化により、

漁場としての機能が低下していることから、三番

瀬の漁場特性を整理し、漁場ごとに改善方向を検

討していくことが必要です。 

三番瀬周辺海域は、地形、海況等の変化により、

漁場としての機能が低下していることから、三番

瀬の漁場特性を整理し、小区画ごとに改善方向を

検討していくことが必要です。 

５ 海と陸との連続性・護岸 

１ 市川市塩浜護岸改修事

業 

（２１頁） 

 平成１８年１２月の三番瀬再生会議からの意

見を踏まえ、１８年度～２０年度施工区間等を

対象として、護岸工事による影響等を把握する

ため地形測量、底質、生物、波浪等のモニタリ

ング調査を実施します。 

三番瀬再生会議（評価委員会の検討結果に基づ

く）等からの意見を踏まえ、１８年度～２０年度

施工区間等を対象として、護岸工事による影響等

を把握するため地形測量、底質、生物、波浪等の

モニタリング調査を実施します。 
 

５ 海と陸との連続性・護岸 

３ 自然再生（湿地再生）

事業 

（２３頁） 

 

 

そこで、市川市塩浜地区の市川市所有地におい

て、検討委員会の検討を踏まえ、塩浜護岸の改修

や地元市・関係機関等との協議調整を図りなが

ら、自然再生（湿地再生）の基本的事項を確定さ

せていきます。 

 

そこで、市川市塩浜地区の市川市所有地におい

て、検討委員会の検討を踏まえ、塩浜護岸の改修

や地元市・関係機関等との協議調整を図りなが

ら、自然再生（湿地再生）の基本的事項を確定さ

せていきます。 

また、自然再生の実現を図るため地元市や関係 

機関と協議を進めます。 

 
 


